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備
え
て　

あ
ん
し
ん　

地
震
対
策　
　
　
　
　
　
　
　
　

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

！ ！

あ
な
た
の
暮
ら
し
を
支
え
る

国国
民
年
金

民
年
金

保
険
料
の
納
付
方
法
は

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
額
は
定
額

１７

で
、
１
か
月
１
万
３
５
８
０
円
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
（
納
付

書
）
を
使
っ
て
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

・
郵
便
局
で
納
め
て
下
さ
い
。
市
役
所

や
各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
納
付
書
の

発
行
も
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
書
を
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
八
王
子
社

会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
直
接
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
等
で

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
こ
ち
ら
の
お

問
い
合
わ
せ
も
八
王
子
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
。

□問
 

八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
11
０
４
２

６
・　

・
３
５
１
１

２６

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　

大
学
、
専
門
学
校
、
各
種
学
校
等
の

学
生
で
本
人
の
前
年
中
の
所
得
が
１
１

８
万
円
（
年
収
約
１
９
４
万
円
）
以
下

の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
保

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
、
市
役
所
国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
ま
た
は
お
近
く
の
市
民
セ
ン
タ

ー
で
で
き
ま
す
。
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
と
認
印
を
お
持
ち
下
さ
い
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
各
種
学
校

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
厚
生
労
働
省

令
で
個
別
に
定
め
ら
れ
た
一
部
の
各
種

学
校
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
は
す
べ
て
の
各
種
学
校

１７（
１
年
以
上
の
過
程
に
在
籍
し
て
い
る

方
に
限
り
ま
す
）
が
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

　

承
認
期
間
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、

１０

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
、

納
め
た
場
合
は
保
険
料
納
付
済
期
間
と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
（
２
年
以
上
経
過
後

は
保
険
料
に
一
定
の
加
算
が
か
か
り
ま

す
）
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
納
付
特
例
が

１６

承
認
さ
れ
た
方
で
、
平
成　

年
度
も
納

１７

付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度
・

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

　

前
年
度
の
所
得
（
収
入
）
が
少
な
く

（
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
）
、
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
に
は
保

険
料
の
全
額
・
半
額
免
除
制
度
、
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
全
額
免
除
・
半
額
免
除－

本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
が
審
査
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予－

平
成　

年
４
月

１７

に
で
き
た
制
度
で
す
。　

歳
代
の
方
に

２０

限
ら
れ
、
本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
審

査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
ま

た
は
お
近
く
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で
で
き

ま
す
。
認
印
と
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の

上
お
い
で
下
さ
い
（
町
田
市
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
前
年
も
し
く
は
前
々
年
の

所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で

す
）
。

　

承
認
期
間
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
半

額
免
除
承
認
期
間
は
半
額
保
険
料
を
納

付
し
な
い
限
り
未
納
期
間
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
）
。

　

な
お
、
受
給
額
（
老
齢
基
礎
年
金

額
）
に
つ
い
て
は
、
全
額
免
除
承
認
期

間
は
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
の
３

分
の
１
、
半
額
免
除
承
認
期
間
は
全
額

納
め
た
場
合
の
３
分
の
２
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。
若
年
者
納
付
猶
予
に
関
し

て
は
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、　

年
以
内
で
あ
れ

１０

ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
、
納
め
た
場
合
は
保
険
料
納
付
済
期

間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
（
２
年
以
上
経

過
後
は
保
険
料
に
一
定
の
加
算
が
か
か

り
ま
す
）
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
免
除
が
承
認

１６

さ
れ
た
方
は
平
成　

年
６
月
ま
で
が
対

１７

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
免
除
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

対
象
者
は

①
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任

意
加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
学
生

②
昭
和　

年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任

６１

意
加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
厚
生
年
金
保

険
等
に
加
入
し
て
い
た
方
の
配
偶
者

　

①
ま
た
は
②
の
方
で
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
中
に
初
診
日
が
あ

り
、
現
在
、障
害
基
礎
年
金
の
１
、２
級

相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
で
す
。

　

相
談
及
び
請
求
書
の
提
出
先
は
、
町

田
市
役
所
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
で

す
。
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
書
を
受

付
し
た
月
の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
収
入
や
年
金
受
給
の
状
況
に

よ
っ
て
支
給
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こんなときは忘れずに手続きを�
２０歳以上６０歳未満の方 　　　

申請窓口必要な手続き
国保年金課国民年金係

または
各 市 民 セ ン タ ー

厚生年金等に加入していた方が、退職した
ときは第１号被保険者への変更手続きが必
要です。

会社などを
退職したとき

配偶者の勤務先の会社
または

共 済 組 合

厚生年金等に加入している配偶者の扶養
（第３号被保険者）になったときは、健康
保険の届出と一緒に勤務先の会社または共
済組合へ届出することになります。

配偶者の扶養
（第３号被保険者）
になったとき

国保年金課国民年金係
または

各 市 民 セ ン タ ー

収入が増えたり、離婚等により配偶者の扶養
（第３号被保険者）でなくなったときは、第
１号被保険者への変更手続きが必要です。

配偶者の扶養
（第３号被保険者）
でなくなったとき

国保年金課国民年金係
または

各 市 民 セ ン タ ー

厚生年金等に加入していた配偶者が退職し
たときは、扶養されていた方（第３号被保
険者）も第１号被保険者への変更手続きが
必要です。

配 偶 者 が
退職したとき

配偶者の勤務先の会社
または

共 済 組 合

引き続き配偶者の扶養（第３号被保険者）
になるときは、健康保険の届出と一緒に新
しい勤務先の会社または共済組合へ届出す
ることになります。

配 偶 者 が
転職したとき

老齢基礎年金等の請求の手続き・相談

※すべての年金は、受け取れる資格があっても、本人の請求がなければ支給されません。

市役所国保年金課
国民年金係または
各 市 民 セ ン タ ー

・国民年金第２号、第３号被保険者期間がなく、第１号
被保険者期間のみで受給権のある方の老齢基礎年金

市役所国保年金課
国 民 年 金 係

・国民年金第１号被保険者期間に初診日のある方の障害
基礎年金

八王子社会保険事務所
または

町田年金相談センター
（下図参照）

・国民年金第３号被保険者期間のある方、厚生年金等に
加入していた期間のある方（退職時に精算した方も含
む）の老齢基礎年金
・国民年金第３号被保険者期間に初診日のある方の障害
基礎年金

８月の母子健康案内　　□問 健康課11７２５・５４２２
内　容対　象時　間期　日会　場事業名
快適なマタ
ニティライ
フのために

１日目

１６～２５週
の妊婦

午後１時３０分
～４時　

５日（金）

健康福祉会館

もうすぐマ
マ・パパの
ための
ぷれぴよク
ラス
（母親学級）

－４日間コース－
（申し込み制）

妊娠中の日常生
活と保育、妊婦
体操（実習）

２日目１２日（金）

歯の衛生、
生活と栄養３日目１９日（金）

もく浴法、
呼吸法
（実習）

４日目午前１０時～　
午後０時３０分２７日（土）

離乳食の進め方の
お話と試食

４～５
か月児

午前９時５５分
　～１１時４５分
受付
午前９時３０分
から

５日（金）
または
２６日（金）

初
期

健康福祉会館
離乳食講習会

（申し込み制） 離乳食後期のお話
と試食、歯の話

８～９
か月児

１９日
（金）

後
期

身長・体重測定、
保育相談、栄養相
談、母性相談、家
族計画の相談

２か月児
～就学前

受付
午前９時４５分
　～１１時３０分
午後１時３０分
～３時　

１、８、１５、
２２、２９日（月）健康福祉会館

乳幼児母性
相 談

１２日（金）子どもセンターばあん
４日（木）鶴 川 分 館
１７日（水）健康相談室　忠生
１０日（水）堺市民センター

　

私
た
ち
は
、
誰
で
も
必
ず
年
を
と
り

ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
け
が
で
障
が
い

を
負
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

年
金
制
度
は
、
高
齢
や
障
が
い
に
よ

っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
働
き
手
を

失
っ
た
と
き
に
所
得
保
障
を
行
う
仕
組

み
で
、
世
代
と
世
代
を
支
え
あ
う
制
度

で
す
。

　

国
民
年
金
は
日
本
に
住
む　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、

６０一
人
ひ
と
り
が
老
後
に
共
通
の
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
国
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

□問
 

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
11
７
２
４

・
２
１
２
７

８月のＢＣＧ予防接種のご案内　　　□問 健康課11７２５・５４２２

内　容対　象時　間期　日会　場

ＢＣＧ予防接種

持ち物
（母子手帳、予診票）

３か月～
６か月未満の子ども

午前１０時～１１時３０分
２日（火）鶴川市民センター

５日（金）小山市民センター
午前１０時～１１時３０分
午後１時３０分～３時３１日（水）健 康 福 祉 会 館

熱中症にご注意下さい
　「熱中症」とは、暑い環境において体の中でできた熱が、体外へ十分放散されな
いことにより起こります。頭痛、めまい、吐き気などから、重症になるとけいれん
や意識障害等が見られます。次の点にご注意下さい。

□問 町田市健康課11７２５・５４７１、東京都町田保健所11７２２・０６２１

○一般的な注意
　● 長時間野外に出るのは控えましょう。
　● 野外では帽子や日傘等を使用しましょう。
　● 水分を多く補給しましょう。
○スポーツをする際の注意
　● 体調が悪いときには、体温調節機能も低下
するので無理な運動はやめましょう。

　● 急に暑くなった場合は、暑さに慣れるまで
の数日間は運動量を減らしましょう。
　● 同じ気温でも運動強度や湿度が高いと、熱
中症の危険性も高まります。運動中は積極
的に休息をとり水分を補給しましょう。
　● なるべく軽装にして、野外の場合は帽子を
着用し、防具をつけるスポーツでは休憩中
に衣類をゆるめて熱を逃がしましょう。

市役所国保年金課国民年金係
または各市民センター
（八王子社会保険事務所から送付されます）

第１号被保険者

勤務先の会社等第２号被保険者
配偶者の勤務先の会社等第３号被保険者

　再交付することができます。ただし、被保険
者の種類により手続き先が異なりますのでご注
意下さい。

年金手帳をなくしてしまったら年金手帳をなくしてしまったら

　保険料の収納、納付書の再発行、厚生年金・
国民年金に関する受給相談、請求手続き、加入
記録の確認、年金額の試算、年金受給者あて通
知の再発行等

社会保険事務所の業務内容社会保険事務所の業務内容
　厚生年金・国民年金に関する受給相談、請求
手続き、加入記録の確認、年金額の試算、年金
受給者あて通知の再発行等

年金相談センターの業務内容

町 田 年 金 相 談 セ ン タ ー
〒１９４－００２２
　町田市森野１－１５－１３　パリオビル５階
　受付時間：平日の午前９時から午後４時まで

八 王 子 社 会 保 険 事 務 所
〒１９２－００７５
　八王子市南新町４－１　11０４２６・２６・３５１１

三井三井�
住友銀行住友銀行�

みずほみずほ�
銀行銀行�

ニュー八王子ビルニュー八王子ビル�
協和会歯科協和会歯科� マルカワマルカワ�

東急東急�
スクエアスクエア�
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長崎屋�

東急�
スクエア�

JR八王子駅�

八王子�
信用金庫�

至
高
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国
道
１６
号�

至
立
川�

ヨドバシ�
カメラ�

横浜�
銀行� 甲州街道（国道20号）�

八王子社会�
保険事務所�

至新宿�

至相模大野�

小
田
急�線�

小
田
急
線
町
田
駅（
西
口
）�

小
田
急
百
貨
店

小
田
急
百
貨
店�

東京東京�
三菱銀行三菱銀行�

三井住友銀行三井住友銀行�
東急百貨店東急百貨店�

ジョルナジョルナ�
丸井ビィ丸井ビィ�

西友西友�

小
田
急
百
貨
店�

至
八
王
子�

至
新
横
浜�

東京�
三菱銀行�

十字屋�

三井住友銀行�
東急百貨店�

ジョルナ�
丸井ビィ�

丸井�横浜�
銀行�

西友�

みずほ銀行�

町田年金相談センター�
（パリオビル5階）�

東急ハンズ�ルミネ�

JR町田駅�
（中央口）�
JR横浜線�


